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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年11月5日(2020.11.5)

【公開番号】特開2020-34399(P2020-34399A)
【公開日】令和2年3月5日(2020.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-009
【出願番号】特願2018-160673(P2018-160673)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｂ   7/16     (2006.01)
   Ｂ６２Ｍ   6/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｂ    7/16     　　　Ｒ
   Ｂ６２Ｍ    6/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月16日(2020.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　図９に示されるように、第１～第４端子８７Ａ～８７Ｄは、電気絶縁部材８４の長手方
向の中央に配置される。歪みセンサ８２は、第１～第４配線８５Ｇ～８５Ｊを含む。第１
配線８５Ｇは、第１パターン部８６Ａの第１端部Ｅ１と第３パターン部８６Ｃの第１端部
Ｅ１と第１端子８７Ａとに電気的に接続される。第２配線８５Ｈは、第２パターン部８６
Ｂの第２端部Ｅ２と第４パターン部８６Ｄの第２端部Ｅ２と第２端子８７Ｂとに電気的に
接続される。第３配線８５Ｉは、第３パターン部８６Ｃの第２端部Ｅ２と第４パターン部
８６Ｄの第１端部Ｅ１と第３端子８７Ｃとに電気的に接続される。第３配線８５Ｉは、回
転中心軸心Ｃ１に平行な方向に沿って延びる部分を有する。第４配線８５Ｊは、第１パタ
ーン部８６Ａの第２端部Ｅ２と第２パターン部８６Ｂの第１端部Ｅ１と、第４端子８７Ｄ
とに電気的に接続される。第４配線８５Ｊは、第２パターン部８６Ｂおよび第４パターン
部８６Ｄを迂回するように延びる。図９に示される歪みセンサ８２では、第１端子８７Ａ
および第２端子８７Ｂが図３のホイートストンブリッジ回路８７の入力端子を構成し、第
３端子８７Ｃおよび第４端子８７Ｄがホイートストンブリッジ回路８７の出力端子を構成
する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　図１０に示されるように、第１～第４端子８７Ａ～８７Ｄは、電気絶縁部材８４の長手
方向の中央に配置される。歪みセンサ８２は、第１～第４配線８５Ｋ～８５Ｎを含む。第
１配線８５Ｋは、第１パターン部８６Ａの第１端部Ｅ１と第２パターン部８６Ｂの第２端
部Ｅ２と第１端子８７Ａとに電気的に接続される。第２配線８５Ｌは、第１パターン部８
６Ａの第２端部Ｅ２と第３パターン部８６Ｃの第２端部Ｅ２と第２端子８７Ｂとに電気的
に接続される。第３配線８５Ｍは、第２パターン部８６Ｂの第１端部Ｅ１と第４パターン
部８６Ｄの第１端部Ｅ１と第３端子８７Ｃとに電気的に接続される。第４配線８５Ｎは、
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第３パターン部８６Ｃの第１端部Ｅ１と第４パターン部８６Ｄの第２端部Ｅ２と第４端子
８７Ｄとに電気的に接続される。第４配線８５Ｎは、第１パターン部８６Ａ、第２パター
ン部８６Ｂ、および、第４パターン部８６Ｄを迂回するように延びる。図１０に示される
歪みセンサ８２では、第１端子８７Ａおよび第４端子８７Ｄが図３のホイートストンブリ
ッジ回路８７の入力端子を構成し、第２端子８７Ｂおよび第３端子８７Ｃがホイートスト
ンブリッジ回路８７の出力端子を構成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　図１２に示す歪みセンサ８２は、第１端子８７Ｘ、第２端子８７Ｙ、および、第３端子
８７Ｚを含む。第１端子８７Ｘおよび第３端子８７Ｚは、電気絶縁部材８４の第１端部８
４Ａに配置され、第２端子８７Ｙは、電気絶縁部材８４の第２端部８４Ｂに配置される。
電気絶縁部材８４には、第１配線８５Ｘ、第２配線８５Ｙ、および、第３配線８５Ｚが設
けられる。第１配線８５Ｘは、パターン部８６Ａの第１端部Ｅ１と第１端子８７Ｘとを接
続する。第２配線８５Ｙは、パターン部８６Ｂの第２端部Ｅ２と第２端子８７Ｙとを接続
する。第３配線８５Ｚは、実施形態の第３配線８５Ｃと同様であり、パターン部８６Ａの
第２端部Ｅ２とパターン部８６Ｂの第１端部Ｅ１と第３端子８７Ｚとを接続する。
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